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もっと小美玉を語りたくなるマガジン
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第5部はフィナーレに向けた始まり！豪華な

花火で盛り上げます。

午後の天気はあいにくの雨。それでも、花火の

打ち上げ時間には雨も止み、星一つない漆黒の

闇に打ち上がる花火は色鮮やかさ抜群！うれ

しい誤算でした。

司
会
進
行
を
務
め

た
　　

　　　
　　　　　　　　　　　　

  が
解
説
！

フィナーレは2曲を使った9分間の豪華なミュージック

スターマイン！「観てくれてありがとう」の気持ちが伝

わってくる、緻密でド派手な演出でした！

小美玉の花火は筒場

（打ち上げ場所）が近い

ので、花火本来の立体

感が感じられます！

山﨑煙火製造所が作

る花火の銀色は、プ

ラチナのようにキラ

キラ輝くのが独特！

あ！おみたん

だ
～
♪
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︑
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多くの観客が見守る中、 大輪の

花火が霞ケ浦の湖上を彩った第

2 回おみたま花火大会。音楽と

光が融合した多彩な花火の演

出に、訪れた人たちからは大きな

歓声が上がりました。

花火大会の感動をもう一度！

▼YouTubeで映像配信

今月の表紙
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多くの観客が見守る中、 大輪の

花火が霞ケ浦の湖上を彩った第

2 回おみたま花火大会。音楽と

光が融合した多彩な花火の演

出に、訪れた人たちからは大きな

歓声が上がりました。

花火大会の感動をもう一度！

▼YouTubeで映像配信

今月の表紙
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︑
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半
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ら
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と
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客
が
入
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し
︑
指
定
席
で
ゆ
っ
た
り

と
屋
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フ
ー
ド
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
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料

観
覧
会
場
で
は
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市
商
工
会
青
年
部
が
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
︒
地
元
飲
食
店
の
屋
台
が
立
ち
並
ぶ

中
︑
ス
テ
ー
ジ
で
は
次
々
に
出
し
物
が
披
露
さ

れ
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
︒

　
午
後
か
ら
の
時
雨
も
花
火
の
開
始
時
刻
に
は

止
み
︑
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
の
第
３
飛
行
隊

に
よ
る
Ｆ-

２
戦
闘
機
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
飛
行
す

る
と
︑
会
場
の
期
待
感
は
最
高
潮
に
︒
音
楽
と

融
合
し
た
花
火
や
大
玉
な
ど
多
彩
な
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
る
度
に
︑
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
︒
会
場
周
辺
の
地
域
や
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
の
協
力
も
あ
り
︑
多
く
の
人
の
思
い
出
に

残
る
花
火
大
会
は
無
事
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
︒

花火打ち上げまでの

待ち時間も楽しい！

実行
委員長の

声

長年愛される花火大会へ
第2回おみたま花火大会 実行委員会

委員長  岩本 好夫さん　

いわもと よしお

地元の皆さんや多くの協賛企業の皆さんのご協力により、 今大会を

盛大に行えたことに感謝を申し上げます。 前回いただいた来場者や

地元の声をもとに無料観覧会場の新設や交通規制の見直しなどに

取り組み、 開催地の負担を軽減しながら来場者が快適に観覧でき

る花火大会を目指しました。 多くの方から 「とてもよかった」 と声

をかけていただき安堵しております。 アンケートをよく精査し、 行

き届かなかった部分を改善することで 「いい花火大会だね」 と言わ

れるような、 長年愛される花火大会にしていきたいと思います。

花火大会鑑賞モニ
ターツアーで来ました。ツ

アーのお弁当が豪華ですご
く美味しかったです！花火に
合わせた音楽の選曲も良く

て、感動して泣いちゃい
ました！

▼

 小川地区から来場

F-2のナイトフライトは

小美玉の花火ならでは！

インターネットで見つ
けて家族で訪れました。無料

駐車場やシャトルバス、ベビース
ペースなどの配慮が行き届いてい
て、とても快適に楽しめました。無
料会場でしたが、ステージや出店

も充実しており、子どものいる
家族にもおすすめです。

家族3人の思い出に残る

素敵な花火大会でした！
音楽の選曲が泣けた ！̃

花火師さんありがとう！

▼ 

笠間市・常総市から来場

ふるさと納税特別
観覧席の利用者です。

前回も見に来て楽しかった
のでまた来ました！
姉妹の浴衣は母の

おさがりです。

▼ 

つくば市から来場

▼  

小川地区から来場

湖面花火がとても美し
く、他とはひと味違う素敵な

大会でした。ミュージックスター
マインの音楽が聞こえないのは少
し残念でしたが、無料観覧席とは
思えないほど良く、ここまで考え

られた花火大会はなかなか
ないと思います。

▼ 

埼玉県から来場

初めて来ましたが、想
像以上にすごかったのでま

た観に来たいです！
見応えある大玉花火やいろいろ
な種類の花火が見られてよかっ
たです。音楽と一緒に観る花火

も楽しめました。
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声

長年愛される花火大会へ
第2回おみたま花火大会 実行委員会

委員長  岩本 好夫さん　

いわもと よしお

地元の皆さんや多くの協賛企業の皆さんのご協力により、 今大会を

盛大に行えたことに感謝を申し上げます。 前回いただいた来場者や

地元の声をもとに無料観覧会場の新設や交通規制の見直しなどに

取り組み、 開催地の負担を軽減しながら来場者が快適に観覧でき

る花火大会を目指しました。 多くの方から 「とてもよかった」 と声

をかけていただき安堵しております。 アンケートをよく精査し、 行

き届かなかった部分を改善することで 「いい花火大会だね」 と言わ

れるような、 長年愛される花火大会にしていきたいと思います。

花火大会鑑賞モニ
ターツアーで来ました。ツ

アーのお弁当が豪華ですご
く美味しかったです！花火に
合わせた音楽の選曲も良く

て、感動して泣いちゃい
ました！

▼

 小川地区から来場

F-2のナイトフライトは

小美玉の花火ならでは！

インターネットで見つ
けて家族で訪れました。無料

駐車場やシャトルバス、ベビース
ペースなどの配慮が行き届いてい
て、とても快適に楽しめました。無
料会場でしたが、ステージや出店

も充実しており、子どものいる
家族にもおすすめです。

家族3人の思い出に残る

素敵な花火大会でした！
音楽の選曲が泣けた ！̃

花火師さんありがとう！

▼ 

笠間市・常総市から来場

ふるさと納税特別
観覧席の利用者です。

前回も見に来て楽しかった
のでまた来ました！
姉妹の浴衣は母の

おさがりです。

▼ 

つくば市から来場

▼  

小川地区から来場

湖面花火がとても美し
く、他とはひと味違う素敵な

大会でした。ミュージックスター
マインの音楽が聞こえないのは少
し残念でしたが、無料観覧席とは
思えないほど良く、ここまで考え

られた花火大会はなかなか
ないと思います。

▼ 

埼玉県から来場

初めて来ましたが、想
像以上にすごかったのでま

た観に来たいです！
見応えある大玉花火やいろいろ
な種類の花火が見られてよかっ
たです。音楽と一緒に観る花火

も楽しめました。

広報おみたま　2025.115
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市債とは

学校建設や道路整備など、大規模な建設事業には多額の費用

がかかります。これをすべてその年の税金でまかなおうとすると

他の事業ができなくなってしまうので、銀行などからお金を借り

ます。これを「市債」といいます。令和6年度末の普通会計市債残

高は227億円です。教育施設の改修費用や道路建設費用等の

返済が進み、前年度末から21億7,000万円減少しています。

市税
68.3億円　25.5%

地方交付税地方交付税
58.6億円58.6億円　21.9%

譲与税・交付金
24.4億円　9.1%

国庫支出金
48.9億円　18.3%

県支出金
18.7億円　7.0%

災害復旧費
0.2億円　0.1%

市債
4.1億円　1.5%

一般財源
151.3億円
（56.5%）

特定財源特定財源
116.5億円116.5億円
（43.5%）（43.5%）

諸収入
3.9億円　1.5%

繰入金
18.7億円　7.0%

繰越金
11.1億円　4.1%

寄附金
7.7億円　2.9%

基金とは

法律や条例に基づき設置される「基金」は、さまざま

な目的のために積み立てた市の貯金です。令和6年

度末の普通会計基金残高は91億2,000万円です。

教育施設の解体や学校施設の整備費用等、商工観

光事業などの地域振興事業に基金を活用したため、

前年度末から6億円減少しています。

市債と基金の現状

億円 億円

267億1,000万円

248億7,000万円

227億円

101億1,000万円

97億2,000万円

91億2,000万円

その他
1.9億円　0.7%

使用料・手数料
1.5億円　0.5%

歳入
267.8億円

歳出
256.7億円

義務的経費義務的経費
123.9億円123.9億円
（48.2%）（48.2%）

投資的経費投資的経費
21.5億円21.5億円
（8.4%）（8.4%）

その他の経費その他の経費
111.3億円111.3億円
（43.4%）（43.4%）

積立金
12.6億円　4.9%

繰出金
22.3億円　8.7%

補助費等
31.6億円　12.3%

物件費
41.8億円　16.3%

普通建設事業費
21.2億円　8.3%

人件費
41.7億円　16.1%

扶助費扶助費
55.6億円55.6億円　21.7%

その他
3.1億円　1.2%

公債費公債費
26.6億円26.6億円　10.4%

令和6年度

決算
決算とは、一年間でどれだけの歳入（収入）と

歳出（支出）があったかを内訳とともに明らか

にすることです。決算を通して、小美玉市のお

金と財産の現状、今後の課題を確認します。

決算概要
一般会計の歳入額は、267億8,000万円、歳出額は、256億7,000

万円で翌年度に繰り越すべき財源2億8,000万円を除き、実質収支

は、8億3,000万円の黒字となりました。

■主な事業

旧校舎解体事業　4億9,000万円

公共施設の適正管理運営の推進のため、旧玉里東小学校・旧

玉里北小学校・旧小川小学校解体工事を実施

定額減税補足給付金事業　3億6,000万円

定額減税制度の恩恵を受けない人を対象とした補足給付

美野里中学校体育館改修事業　2億4,000万円

美野里中学校の体育館長寿命化工事（令和7年度に完了）

小川運動公園たちばな広場整備事業　1億5,000万円

旧橘小学校跡地を利用した広場整備工事の1期目（令和7年度

末に供用開始予定）
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おみたま家の家計簿
決算額を5,000分の1に縮小し、1か月分を算出して、市の財政状況を家計簿に見立てました。

課題

少子高齢・人口減少社会の進展や物価高騰などに伴い、市の

財政は厳しい状況にあります。歳入は、生産年齢人口の減少を

受け大幅な増加は見込めない状況であり、歳出は扶助費、人

件費の義務的経費のほか、物件費も増加傾向にあります。今後

は、歳入の増加を上回る歳出の増加が懸念されており、持続可

能な行財政基盤の構築が必要です。

財政健全化の判断比率　　　　…小美玉市の財政状況の位置

実質赤字比率

一般会計などの実質的な赤字額が、基準の収入に対し

てどれくらいの割合になるか示すもの

連結実質赤字比率

全会計の実質的な赤字額が、基準の収入に対してどれ

くらいの割合になるか示すもの

実質公債費比率

一般会計などの実質的な借入金の返済額が、基準の収

入に対してどれくらいの割合になるか示すもの

将来負担比率

一般会計などの将来負担すべき実質的な負債が、基準

の収入に対してどれくらいの割合になるかを示すもの

資金不足比率

各公営企業の資金不足額が、事業の規模に対してどれ

くらいの割合になるかを示すもの

収入 （1月あたり） ▼前年比

給与（基本給）　市税（市民税、固定資産税など） 11万3,900円 -2,200円 

給与（諸手当）　地方交付税、地方譲与税、各種交付金 13万8,200円 +8,900円 

パート収入　諸収入、使用料・手数料、財産収入など 2万5,100円 +4,000円 

親からの援助　国・県支出金 11万2,700円 +6,400円 

ローン（借入金）　市債 6,800円 -5,500円 

貯金引き出し　基金繰入金など 3万1,100円 +8,700円 

前年度に残ったお金　繰越金 1万8,500円 +4,600円 

収入合計 44万6,300円 +2万4,900円 

貯金残高 182万4,000円 -11万6,000円 

早期健全化ゾーン 財政再生ゾーン健全ゾーン

支出 （1月あたり） ▼前年比

食費　人件費 6万9,500円 +3,800円 

光熱水費など雑費　物件費（光熱水費、消耗品費、委託料など） 6万9,700円 +6,500円 

医療・介護・教育費　扶助費、補助費など 14万5,500円 +3,700円 

家の改築・修繕、防災対策　投資的経費、維持補修費 4万0,600円 +6,800円 

子どもへの仕送り　貸付金、繰出金 3万7,400円 -1,000円 

ローンの返済　公債費（市債の返還） 4万4,300円 0円 

貯金　積立金 2万0,900円 +5,200円 

支出合計 42万7,900円 +2万5,000円 

ローン残高 454万円 -42万円 

運営方針

厳しい財政状況の中、多様化する行政需要や新しい

生活様式へ対応するため、施策の優先順位を明確に

し、市民目線での事務事業の見直しや事業手法の見

直しを積極的に推進していきます。また、限られた経営

資源を最大限活用し、財政の健全化を図るとともに持

続可能な財政運営に努めていきます。

今後の財政運営

最近は、食費や光熱

水費の単価が上がっ

ているから、生活にお

金がかかるな。収入

に見合った支出にし

ないと・・・。

公共施設の解体や整

備にたくさんのお金

がかかったから、貯金

を使ってしまった。計

画的に積立して貯金

を増やさないとね。

赤字なし

7.2%

20.6%

各企業資金不足なし

赤字なし

大きな事業が終わっ

て、ローンの借入金が

少なくなってきた。こ

のまま借入額を減ら

していきたいね。

基準25% 基準35%

基準350%

基準20%

基準17.84% 基準30%

基準12.84% 基準20%
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※お名前や顔写真は、 ご本人やご家族の意向

をふまえ、 ご紹介しています。

介護福祉課　高齢福祉係

☎ 0299-48-1111　（内線 3112）

長島 義文さん （与沢）

齋藤 ゆき子さん （江戸）

大﨑 照さん （羽鳥）

大塚 靜枝さん （山野）

荒川 ふみさん （羽刈）

福田 静江さん （下玉里）

木内 さたさん （納場）

飯塚 縫子さん （寺崎）

大槻 さだ子さん （江戸）

𠮷𠮷田 よしさん （竹原中郷）

　　　　 １００歳　おめでとうございます

今年度 100 歳を迎える方へ、 市から褒

状と記念品を贈呈し、 あわせて内閣総理

大臣と県知事からの褒状と記念品もお渡

ししました。

これからも健やかにお過ごしください。

■ 100 歳を迎える皆さん

中
な か む ら

村八
や そ じ

十治さん （小川）

藤
ふ じ も と

本きくさん （下馬場）

飯
い い だ

田時
と き こ

子さん （中延）

長
な が し ま

島義
よ し ぶ み

文さん （与沢）

大
お お つ か

塚靜
し ず え

枝さん （山野）

大
お お は し

𣘺すいさん （川戸）

木
き う ち

内さたさん （納場）

大
お お つ き

槻さだ子
こ

さん （江戸）

齋
さ い と う

藤ゆき子
こ

さん （江戸）

荒
あ ら か わ

川ふみさん （羽刈）

飯
い い つ か

塚縫
ぬ い こ

子さん （寺崎）

小
こ た べ

田部務
つとむ

さん （先後）

平
ひ ら の

野英
ひ で お

夫さん （竹原）

𠮷𠮷
よ し だよ し だ

田よしさん （竹原中郷）

大
お お さ き

﨑照
て る

さん （羽鳥）

板
い た い

井きぬ子
こ

さん （下玉里）

福
ふ く だ

田静
し ず え

江さん （下玉里）

川
か わ い

井重
し げ お

雄さん （高崎）

問

祝

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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台北駐日経済文化代表処の邱
きゅう

課長が講演

新庄開府400年記念「戸沢サミット」に参加しました

市民協働課　市民協働係　☎ 0299-48-1111　（内線 1131）問

生涯学習課　文化財係　☎ 0299-26-9111　（内線 3610）問

９月２９日、台湾の大使館に相当する台北駐日

経済文化代表処（東京都目黒区）の邱課長が小

美玉市を視察するとともに、美野里中学校の1年

生約180名を対象に、「台湾の文化・教育につい

て」に関する講演をしました。

講演会の様子については、撮影したものを市内

他校の中学生にも視聴してもらうことで国際交

流の促進につなげます。

今後も、台湾との交流をはじめ、国際交流がさら

に広がるように取り組んでいきます。
詳しくはこちら ▶

ID 0 1 0 7 3 0

9月27日、山形県新庄市で開催された戸沢サミットに参加し

ました。このサミットは、江戸期の新庄藩戸沢家にゆかりのある

高萩市、秋田県仙北市、山形県新庄市、岩手県雫石町、小美

玉市が連携し、歴史の顕彰や地域交流などを目的に開催して

います。今回は新庄開府400年事業の一つとして、新庄藩の

旧領地にあたる近隣9町村の関係者も参加しました。

式典では、「戸沢家の歴史を顕彰し、まちの誇りと郷土愛を育

み、相互に協力し、さらなる関係の拡大と互いの発展を目指

す」ことを掲げたサミット宣言が行われました。

また、サミットに先立ち開催された「新庄開府400年記念第39

回みちのく民話まつり」に市内の話し方教室（真家 悦子 代表）

の皆さんがゲスト出演し、「戸沢政盛公と小川」と「秀海上人と

雨ごい」を披露しました。
みちのく民話まつり

戸沢サミット式典

幅広い年齢層へ幅広い年齢層へ
✓折込広告やSNSでは
　届かない年齢層にも
✓紙だから保管される

配布が早い配布が早い
✓1週間で1000枚
✓地域限定だから早い
✓伝えたい人に早く届く

✓1枚8円から
✓最低配布数なしで
　1枚から頼める！

低コスト低コスト

080-1135-5898株式会社モアパワー

求人募集や
新規開拓に！ ポスティング

小美玉市羽鳥2850-113 5：00～22：00　担当 たのうえ
相談
無料

45年45年
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スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-48-1111　（内線 2253）

問

鈴
す ず き

木 芽
め い

依さんが軟式野球で全国大会に出場しました

中学女子軟式野球チームの茨城スーパーガー

ルズに所属する鈴木 芽依さん（小川南中学校２

年生）が、第10回全日本中学女子軟式野球大

会に出場しました。

鈴木さんは出場した全49チームの中から、7

チームが選ばれるグッドマナーアワードを受賞

したことを市長に報告しました。

▶グッドマナーアワード

試合結果とは別に、選手・指導者・応援者の試

合前後の言動や態度を評価し、マナー向上とリ

スペクト精神の醸成を目的とするものです。

（左から）鈴木 芽依さん、島田市長

小美玉イーグルシニアが

全国大会に出場
林
は や し だ

田 侑
ゆ

女
め

さん

ストリートオータムコンサート

市スポーツ協会に所属するソフトボールチーム

の小美玉イーグルシニアが、茨城県大会で優勝

しました。また、福岡県福岡市で行われた第39

回全日本シニアソフトボール大会に6年連続の

出場を果たしました。

10月13日に空のえき そ・ら・らでストリートピア

ノを演奏するコンサートが開催されました。演奏

したのは、ピアニストとして活動しながら茨城空

港応援大使も務める林田 侑女さんです。

クラシックやディズニー音楽、ポップスなど、幅

広いジャンルの曲が演奏され、多くの人が美し

いピアノの音色に聞き入っていました。
スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-４８-１１１1　（内線 2253）

問

おみたま

おたより

■配信内容
防災 …気象情報、災害情報、避難情報
火災 …出火や鎮火に関する情報
防犯 …犯罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。
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医療保険課　国保年金係

☎ 0299-48-1111　（内線 1102）

問

1
い い

1月3
みらい

0日は「年金の日」です

ねんきんネットで将来の生活設計を考えましょう

ご自身の年金記録や年金見込額を確認して、

将来の生活設計を考えてみませんか。「ねんきん

ネット」では、パソコンやスマートフォンでご自身の

年金記録を確認できます。また、加入期間など

の条件を設定した上で、年金見込額の試算をす

ることもできます。詳しくはねんきんネットをご覧

ください。

▶ねんきんネット専用番号

☎0570-058-555（ナビダイヤル）

※050で始まる電話でおかけになる場合は

☎03-6700-1144（一般電話）

日本年金機構ホームページ　

（ねんきんネット） ▶

市は皆さんのまちづくり活動を応援しています！

令和7年度まちづくり審査会(後期)が開催されました

9月に実施したまちづくり審査会(後期)で、まち

づくり組織2団体への補助金の交付が決定しま

した。

今年度も、世代間交流や伝統文化の継承、地

域課題の解決など、より魅力あるまちづくりを

進めるため、さまざまな事業が実施されます。

たちばなコミュニティ　三世代交流事業

市民協働課 市民協働係　☎ 0299-48-1111　（内線 1133）問

まちづくり組織の種類 認定団体数 補助合計額

学区まちづくり組織 1団体 110,000円

まちづくり委員会 1団体 100,000円

合計 2団体 210,000円

■令和7年度まちづくり組織補助金交付団体・事業数

詳しくはこちら▶

ID 0 0 0 8 3 6
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タブレット端末を活用して効率化

農地パトロール （利用状況調査） を実施しました

６月から８月にかけて、農業委員と農地利用最

適化推進委員による農地パトロールを実施しま

した。農地パトロールは主に遊休農地の発生防

止、違反転用の防止を目的に行われます。今年

度も48人の委員がタブレットを活用し、担当地

区の調査を行い、遊休農地の場所の特定をし

ました。今回の調査結果をもとに、遊休農地の

解消に努めます。

▶農地パトロールを終えて

地の有用な活用方法だけでなく、 どのよう

に担い手を見つけるかも重要です。 山積す

る問題を早急に解決するための知恵を出し

合うことが必要であると痛感しました。

農地所有者の高齢化により、管理すること

が困難となった農地(遊休農地）が多くみら

れました。農地中間管理機構による賃借も

含め、遊休農地解消のために農業委員と積

極的な意見交換を行っていきたいと感じま

した。

農業委員 岡
お か の

野 雄
ゆ う い ち

一

農地利用最適化推進委員

皆
か い と う

藤 和
か ず こ

子

農業委員会事務局　☎ 0299-48-1111　（内線 1502 ・1503）問

毎年、 荒廃農地が増えてい

く現状を目の当たりにし、 こ

れ以上、 農地の荒廃化を見

過ごすことはできません。 農

農地利用最適化推進委員と

して、今回から農地パトロー

ルに携わることになりました。

農地転用には許可申請が必要です

許可を得ずに転用した場合、3年以下の拘禁

刑または300万円以下の罰金（法人の場合は1

億円以下）という罰則があります。

農地の適正管理をしましょう

農地の手入れがされていないと…ストップ！農地の違反転用

雑草や害虫が発生し、周辺の迷惑になります。

不法投棄・火災の原因になります。

※農地所有者や借主の方は、農地の耕作や除

草などの手入れをお願いします。
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堅倉小は、地域の皆さんとのふれ合いを大切に

している学校です。地域の方は普段の授業で

も力を貸してくれています。５月のスポーツフェス

ティバルでは、全校表現「YASAKOIソーラン」

のダンスリーダーや太鼓演奏の指導をしていた

だきました。また、美野里消防署主催の熱中症

防止教室では、熱中症の危険性や対策を詳しく

学びました。グループでの話し合いでは、地域の

方と対処法を一緒に考え、よりよい考えをたくさ

ん出すことができました。これからも地域の方と

のふれ合いを通して学び、みんなで地域を大切

にしていきたいです。

本校では、地域との積極的な交流を通して、充

実した教育活動を実現しています。昨年度は学

校運営協議会が連絡調整を行い、盲導犬につ

いて学習しました。児童が盲導犬を実際に見な

がら訓練士のお話を聞き、興味を高め、理解を

深めました。また、防災フェスでは、地域の方、市

職員、消防署員や社会福祉協議会の職員が、

地域防災について東日本大震災時の体験をも

とに児童と意見交換をし、６年生が地域の方と

一緒に考える機会を作ることができました。この

ように地域との交流を通して多様な価値観にふ

れ、人と関わる力を育んでいます。

6年

岡
お か だ

田 結
ゆ い

衣 さん

教諭

君
き み じ ま

嶋 理
り え こ

恵子 さん

紹介します！わたしの学校 地域との積極的な交流

21

1　熱中症防止教室　　2 YOSAKOIソーラン　　3 盲導犬についての学習

3

学校紹介

堅倉小学校

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2234）問

学校教育目標 ：

目標に向かって 自ら考え がんばる堅倉っこの育成

小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園

株株式式会会社社フフジジククララハハイイオオププトト
工工場場見見学学もも行行っってておおりりまますすののでで、、おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

総総務務課課ままでで 00229999--5577--11116666

（（株株））フフジジククララのの１１００００％％子子会会社社
（（東東証証ププラライイムム上上場場企企業業））

事事業業拡拡大大ににつつきき全全職職種種募募集集中中
・・雇雇用用形形態態 正正社社員員
・・所所在在地地 茨茨城城県県小小美美玉玉市市栗栗又又四四ケケ２２３３１１６６－－２２

タタススパパジジャャパパンンミミーートトパパーーククささんんののそそばばでですす

・・事事業業内内容容 光光フファァイイババーー用用関関連連部部品品のの製製造造
・・休休日日等等 週週休休二二日日制制（（年年間間休休日日112211日日））
※※一一部部のの職職種種ににつついいててはは会会社社カカレレンンダダーーにによよるる交交替替勤勤務務有有りり

半枠（45×85mm）
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家
文
書
が
所
在
す
る
の
か
、
現
時
点
で

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
例
と
し
て

文
化
10
年
（
１
８
１
３
年
）
に
小
川
村
で

小こ

み

や

ま

宮
山
昌ま

さ

ひ

で秀
（
楓ふ

う

け

ん軒
）
が
香
取
大
宮
司
家

文
書
を
書
写
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ

れ
以
前
に
は
小
川
に
所
在
し
て
い
た
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
で

す
が
、
こ
の
度
、
小
川
の
地
で
は
初
め
て

の
公
開
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（小
川
資
料
館　

和
久　

法
子
）

■
小
川
資
料
館
テ
ー
マ
展　

光
圀
と
楓
軒
が
よ
ん
だ
古
文
書

 

―
小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
―

会
　 

期　

11
月
22
日
（土
）か
ら
12
月
27
日

　
　
　
　
　

 

（土
）ま
で

場
　 

所　

小
川
資
料
館
（小
川
図
書
館
２
階
）

休
館
日　

月
曜
日
（11
月
24
日
は
開
館
）、

 　
　
　
　
　

11
月
25
日
（火
）、
28
日
（金
）、

　
　
　
　
　

 

12
月
26
日
（金
）

※
12
月
14
日
（
日
）
14
時
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
コ
ス
モ
ス
集
会
室
で
、
飛
田
英
世
氏
（
茨

城
県
立
歴
史
館
）
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

小
川
に
残
っ
た
香
取
大
宮
司
家
文
書

　

元
禄
11
年
（
１
６
９
８
年
）
、
大
中
臣

清
房
は
幕
府
か
ら
大
宮
司
職
の
罷
免
・

神
宮
追
放
の
処
分
を
う
け
て
水
戸
藩
領

内
に
移
住
し
ま
し
た
（
の
ち
明
治
10
年

（
１
８
７
７
年
）
に
名
誉
回
復
）
。
そ
の
時

持
参
し
た
の
が
大
宮
司
家
文
書
で
し
た
。

享
保
９
年
（
１
７
２
４
年
）
、
清
房
は
幕
府

か
ら
の
目
録
に
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
大

宮
司
職
の
家
に
文
書
を
引
き
渡
し
ま
し

た
。
こ
の
時
、
目
録
外
の
文
書
は
手
元
に

残
し
た
と
い
い
、
そ
れ
が
現
在
小
川
に
残

る
香
取
大
宮
司
家
文
書
で
す
。
い
つ
頃
か

ら
、
そ
し
て
な
ぜ
小
川
に
香
取
大
宮
司

言
を
持
ち
「
以
上
の
通
り
に
ご
意
向
を
伝

達
し
ま
す
」
と
い
う
内
容
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
人
の
意
を
受
け
て
侍じ

し

ん臣

（
家
来
）
が
出
す
「
奉ほ

う

し

ょ書
」
と
い
い
、
特
に
位

階
が
三さ

ん

み位
以
上
の
高
位
の
人
物
の
奉
書

を
「御
教
書
」と
い
い
ま
す
。

　

『
東ひ

が
し
や
ま
て
ん
の
う

山
天
皇
口く

ぜ

ん

あ

ん

宣
案
』
は
、
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う享

5
年

（
１
６
８
８
年
）
に
当
時
の
大
宮
司
職
で

あ
る
大お

お
な
か
と
み
の

中
臣
清き

よ

ふ

さ房
が
従じ

ゅ

ご五
位い

げ下
に
叙
さ

れ
た
際
の
発
給
文
書
で
、
東
山
天
皇
の
意

を
蔵

く
ろ
う
ど
の
と
う

人
頭
藤

ふ
じ
わ
ら
の原

頼よ

り

し
げ重

が
伝
達
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
文
書
に
使
用
さ
れ
て
い

る
紙
は
黒
い
で
す
が
、
こ
れ
は
一
度
文
字

を
書
い
た
、
墨
の
付
い
た
古
紙
を
再
び
漉す

き
直
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

７7

小
川
の
香か

と

り取
大だ

い

ぐ

う

じ

け

宮
司
家
文も

ん

じ

ょ書 

　小川図書館 ・ 資料館　☎ 0299-58-5828

　

下し
も
う
さ
の
く
に

総
国
一

い
ち
の
み
や宮

の
香
取
神
宮
は
、
伊
勢
・

鹿
島
と
と
も
に
『
延え

ん

ぎ

し

き

喜
式
』
三
神
宮
と
数

え
ら
れ
、
藤
原
氏
の
氏
神
と
し
て
大
き
く

発
展
し
ま
し
た
。
神
宮
の
長
官
で
あ
っ
た

大
宮
司
職
に
は
文
書
群
が
引
き
継
が
れ

ま
し
た
が
、
多
く
は
長
い
年
月
の
間
に
散

逸
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
本
の
一
部
が
、

平
成
11
年
に
小
川
町
（
当
時
）
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
の
内
容

　

小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
は
鎌
倉

時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
、

香
取
神
宮
と
そ
の
周
辺
と
の
関
わ
り
を

示
す
文
書
や
、
徳
川
光
圀
に
関
す
る
文

書
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
部
を

次
に
紹
介
し
ま
す
。

　

『
関か

ん

ぱ

く白
二に

じ

ょ

う条
兼か

ね

も

と

け

基
家
御み

ぎ

ょ

う

し

ょ

教
書
案あ

ん

』
は

正
し
ょ
う
あ
ん安

３
年
（
１
３
０
１
年
）
頃
に
、
香
取

社
の
神
主
（
大
宮
司
）
任
命
の
際
に
発
給

し
た
と
さ
れ
る
文
書
で
す
。
任
命
に
あ

た
っ
て
、
関
白
の
二
条
兼
基
か
ら
左さ

ま

の

か

み

馬
頭

（
北

ほ
う
じ
ょ
う条

貞さ

だ

と

き時
）
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
文
書
は
「
仍
執
達
如
件
（
よ
っ
て

執
達
件
の
如
し
）
」
と
い
う
書
き
止
め
文

語
句
解
説

延
喜
式
　
律
令
の
施
行
規
則
で
あ
る
式
の

集
大
成
。
延
喜
５
年
（
９
０
５
年
）
に
編
さ

ん
に
着
手
し
、
延
長
５
年
（
９
２
７
年
）
に

完
成
し
た
。

左
馬
頭
　
官
職
名
で
、
馬
の
管
理
・
調
教
を

司
る
左
馬
寮
の
長
官
を
指
す
。

蔵
人
頭
　
蔵
人
所
（
天
皇
直
属
の
役
所
）
の

実
質
的
な
長
官
を
指
し
、
天
皇
の
秘
書
官

長
な
ど
を
務
め
た
。

▶ 

東
山
天
皇
口
宣
案

（個
人
蔵
）

▶ 

関
白
二
条
兼
基
家

御
教
書
案
（個
人
蔵
）

問
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玉
里
短
歌
会

病
床
の
母
と
見
て
い
た
大
相
撲
今
は
一
人
で
応
援
し
て
お
り

白
鳥
の
飛
び
立
て
る
ご
と
夕
暮
れ
の
湖
上
に
高
く
噴
水
開
く

日
記
な
ら
苦
も
な
く
毎
日
書
け
る
の
に
何な

に
ゆ
え故
続
か
ぬ
一
日
一
句

朝
露
の
び
っ
し
り
置
け
る
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
蛙
飛
び
跳
ぬ
棲す

み
か家
と
な
る
や

世
の
中
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
本
数
あ
れ
ど
痩
せ
す
ぎ
の
吾
に
望
む
本
な
し

長　

島　

康　

子

野　

口　

初　

江

松　

田　

通　

喜

石　

橋　

吉　

生

関　
　
　

千
重
子

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

九
十
年
こ
の
世
で
命
続
け
る
が
明
鏡
止
水
の
境
は
遠
く
に

老
老
の
介
護
な
り
し
か
病
院
の
待
合
室
に
流
れ
る
空
気

明
け
方
に
盆
前
の
墓
掃
除
す
る
心
洗
わ
れ
爽
や
か
な
り
し

時
は
過
ぎ
夫
と
出
会
い
て
五
十
年
今
日
の
夕
食
刺
身
を
添
え
る

毎
日
の
暑
さ
に
た
え
る
老
い
し
身
に
栄
養
と
り
て
日
々
を
過
せ
り

小
川
短
歌
会

昨
日
ま
で
雑
草
の
繁
り
し
遊
歩
道
清
し
く
刈
ら
れ
有
難
さ
し
み
じ
み

昨
日
今
日
そ
し
て
明
日
も
暑
い
と
よ
庭
も
畑
も
草
は
伸
び
て
る

ひ
ざ
ま
ず
き
て
聴
き
し
玉
音
放
送
の
ま
た
よ
み
が
え
る
終
戦
記
念
日

ど
れ
に
す
る
Ａ
Ｉ
頼
り
に
き
く
答
え
デ
イ
ト
の
服
も
バ
ッ
チ
リ
決
ま
る

猛
暑
の
せ
い
そ
れ
と
も
寿
命
さ
つ
き
枯
れ
華
や
ぐ
庭
に
影
を
お
と
せ
り

信　

田　

正　

男

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

近　

藤　

静　

江

根　

本　

智
恵
子

石　

田　

は
る
江

小　

川　

ヒ
ロ
子

中　

根　

良　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

初
秋
刀
魚
ほ
お
ば
る
夕
餉
至
福
な
り

見
上
げ
れ
ば
群
舞
乱
舞
の
秋
の
雲

新
米
の
香
り
に
一
人
酔
い
し
朝

赤
い
羽
根
街
行
く
人
の
胸
に
咲
く

庭
花
を
一
枝
ず
つ
の
墓
参
り

み
の
り
俳
句
会

秋
の
夜
に
刻
む
棒
高
世
界
新

恙
つ
つ
が

な
く
過
ぎ
し
一
日
や
虫
の
声

小こ
ぬ
か
あ
め

糠
雨
庭
懐
に
す
だ
く
虫

刈
田
空
白
鷺
鷹
が
饗
宴
す

菊
の
つ
ゆ
一
滴
ほ
し
い
病
む
友
に

佐　

藤　

清　

子

白
根
澤　

清　

香

塚　

田　

文　

江

米　

川　

久　

子

海
老
澤　

宏　

子

網　

代　

奈
津
江

岡　

島　

禮　

子

矢　

口　

冨　

久

石　

田　

敏　

江

村　

田　

妙　

子

欅
の
会

ふ
る
さ
と
や
外
の
厠

か
わ
や

の
茱ぐ

み萸
熟
れ
て

誰
に
告
ぐ
山さ

ん

ざ

し

査
子
の
実
の
赤
ら
む
を

行
き
ず
り
の
い
び
つ
な
恋
や
吾わ

れ
も
こ
う

亦
紅

翅
欠
け
し
転
が
る
蝉
の
真
顔
か
な

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘
の
届
き
し
丘
の
秋
桜

く
る
み
俳
句
会

稜
線
の
や
さ
し
き
筑
波
十
三
夜

秋
深
し
蜘
蛛
は
忙
し
く
風
に
揺
れ

せ
せ
ら
ぎ
の
音
す
る
道
や
里
の
秋

吾
子
の
名
を
呼
べ
ど
応
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

中央高校の生徒としても、市民としても、ダイヤモンドシティを
もっと磨いていけるよう、魅力をたくさん紹介していきたいで
す。（中央高校での小美玉市魅力探究授業の参加生徒より）

地域をよりよくするためにたくさん頑張っている人がいるこ
とを知り、小美玉市はみんなから愛されていると思いました。
（中央高校での小美玉市魅力探究授業の参加生徒より）

Vol.2

気に
なる！おみたま

のんびりと過ごすことができる、空のえきそ・ら・らがお気
に入りの場所です。時期ごとに味が変わる、ソフトクリーム
を楽しみにしています。市民協働課　佐藤（入庁1年目）

非遺伝子組み換え、自然農法などの農家さんを応援し
ています。持続可能な自然と共生できる人々の育成を期
待します。福島県40代（ふるさと納税応援メッセージ）

先月から始まった新コーナー「気になる！

おみたま」。皆さんが小美玉市内で見つ

けた「気になる〇〇」の投稿写真をご紹

介します。

旧園部川の橋

川岸の市営駐車場そばに、古

い橋の跡があります。昔ここが

川だったときの名残りを感じ

るお気に入りの場所です。

江戸時代にはこの辺りに「小川

河岸」という川の港があり、水

運で栄えていたんだって！ボ

クも船に乗ってみたいな～。

えび さん

（40代）

あの道に？この場所に？

気になる○○の情報募集！

おみたん

小美玉市内で見つけた「気になる○○」

を投稿してみませんか？　「気になる○

○」の写真と、気になる理由をご応募く

ださい。

▶気になる○○の例

「あの道の不思議な石碑が気になる」

「人が集まっているあの場所って？」

「○○名人の気になるスゴ技」

「おいしいと噂のお店の○○」

応募締切：11月17日(月)

応募はこちら ▶

https://logoform.jp/f/XoW3M

たくさんの写真投稿ありがとうございました！

おみたま花火大会・羽鳥まつりフォトレポ

10月4日（土）第2回おみたま花火大会

10月１1日（土）～12日（日）羽鳥鹿島神社祭礼

年番駅前区の初お披露目

の白獅子です。神秘的な

白獅子は、とても素敵でし

た！！

（40代：やまざきまさこさん）

本年度の年番を務めた

駅前区。駅前青年會のメ

ンバーで、供奉行列の出

発前のひとコマ。

（40代：赤塚圭一さん）

羽鳥駅の２階から、祭りの賑わう様子が見

えました。

（40代：大沼未央さん）

2日目に行われた、羽鳥駅前での競演。

（20代：藤井愛斗さん）

花火の撮影に初挑戦しました！打ち上げ

場所の近くで、大きな花火を見れました。

（70代：齋藤友幸さん）

花火もステージも盛り上がってます！旧

玉里東小跡地の会場で撮影しました。

（40代：羽生孝一さん）


